


新生児壊死性腸炎は極小未熟児に好発する後天性の消化器疾患で,高率に消化管穿孔,敗血

症,ショックと死の転帰をとるため,予防が優先すべき疾患である。 

少なくとも,下記の処置により発生頻度の減少,重症化への防止が期待される。 


